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プロフィール
1980年生まれ
愛知県出身
４児のひとり親
早稲田大学第一文学部卒業
前職は（株）玉川総合研究所代表
前職では自ら、事務代行の会社を設立いたしました。
子育て中の方やひきこもりの若者が、自分にちょうど
よいバランスで働ける会社です。地域の活動ではＰＴ
Ａ会長としてＰＴＡ改革を行い、また、子ども食堂・冒
険遊び場を立ち上げました。忖度せず自由に意見を言
える議員が必要だと思い、2022年2月の町田市議会
議員選挙に無所属で初出馬。ママ友や地域の方々に支
えていただき、定数36名中16位、新人の中ではトップ

の得票で議会に送り出していただきま
した。人と人がつながるまち、心と心
がつながるまち、心が通った優しいま
ちになるように、市民と行政の距離を
縮め、市民目線の政治を進めていく
ことを目指しています。

お手にとっていただきありがとうございます

秋田しづかの活動日誌
https://akitashizuka.com/

人と人がつながるまち、心と心がつながるまちに!

出展：令和７年度予算概要説明書より（町田市）
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。 という願いを込めて、以下の３項目質問いたしました。

「共創のまちづくり」「ゼロカーボンシティまちだの実現
について」「子どもが自死しない世の中に変えるために」。
町田市はたくさんの可能性を秘めています。その可能
性を拓いていくためには、計画の策定や意思決定には、
これまでとは異なる多様な価値観が必要です。
町田市がより良い街になるように皆様のアイデアをお
寄せください。

一般会計は1,930億7,541万円(前年度比+137億
9,299万円)、特別会計予算規模1,374億2,850万
円(前年度比＋38億7,575万円)です。
現在はまだ市税収入が増加しておりますが、これから
迎える少子高齢化に向けて、負債をできるだけ増やさ
ないこと、そして、持続可能な仕組みへ転換することが
必要です。
３月の定例会に一般質問では良い未来へつなげたい

2０２５年度
予算が賛成多数で可決されました。
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令和７年度の主な施策
2025年度一般会計予算は1,930億7,541万円(特別会計を含めて
総額3,305億391万円)の予算案が可決しました。主な予算は下記の通りです。

子どもクラブ整備事業
3億1,673万円
2026年3月の開館に向けて
（仮称）成瀬子どもクラブを整備します。
また、2028年度の開館を目指して（仮称）金井・
薬師子どもクラブの基本・実施設計に着手します。

新たな学校づくり推進事業
12億7,796万円
「第１期本町田地区等」の設計・工事、「第２期小
山田地区等」の意見交換会や検討を進めます。

芹ヶ谷公園“芸術の杜”推進事業
13億5,388万円
（仮称）国際工芸美術館や公園エレベーター棟等の
整備を進めます。

中学校給食センター整備
27億6,787万円
南エリアに給食センターを完成させ、いよいよ市内
全て中学校全員給食となります。

高齢者聞こえの
コミュニケーション支援事業
945万円
難聴高齢者の自立支援や介護予防として、加齢性難
聴の早期受診を促すための啓発や65歳以上の市民
税非課税の方を対象に、3万円を上限として補聴器
購入費の一部を助成します。

人間ドック補助事業
1,062万円
40歳以上で、受診日および申請日に、
町田市国民健康保険又は後期高齢者医療
制度に加入している市民（成人健康診査未受診者）
を対象に、10,000円を上限とした人間ドック補助
を開始します。 

容器包装プラスチック
分別収集・資源化啓発事業
2,423万円
2026年4月からの市内全域で容器包装プラスチッ
ク分別収集開始に向けて、分別協力率向上のための
周知啓発を実施します。

住まいの防犯対策補助事業
1億683万円
住まいの防犯対策を支援するため、防犯カメラやモ
ニター付きインターホン等の購入に係る費用を補助
します。補助金額：対象の防犯機器購入費用の２分
の１（上限20,000円）

新たな
学校づくり
推進事業

    本町田地区・南成瀬地区の統合が４月から始まります。保護者の方
からは通学への懸念など様々な不安が寄せられます。今回統合にあた
り、追加で配置される教員は２名とのことです。２つの学校がひとつ
になるというのは、子どもにとっても先生にとっても負担が大きいも

のです。先生をサポートする人員確保を提案いたしましたが、各校でボラ
ンティアを募集するという回答でしたが、ボランティア頼みでよいものかと疑念

を持っています。また、第２期以降の計画変更についても報告があり、今後は単学級化
・過少規模化する学校の統合が優先とのことです。第１期の鶴川地区はまださほど子ど
もが減っておらず、統合時の６年生は５クラスです。鶴川地区も第2期の条件を反映させ
るべきでは？と質疑いたしましたが予定通り進めるとの回答でした。


